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響
し
た
。
そ
の
証
拠
に
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
、
サ
ッ
カ
リ
ー
の

死
に
際
し
て
追
悼
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。

　
サ
ッ
カ
リ
ー
も
ク
ロ
ー
ニ
ン
も
活
躍
時
に
は
人
気
を
博

し
て
い
た
の
だ
が
、
現
在
の
人
気
は
高
く
な
い
。
一
方
、

デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
現
在
で
も
人
気
作
家
と
し
て
読
者
も
多
い
。

ま
た
、
ク
ロ
ー
ニ
ン
と
同
時
代
作
家
の
モ
ー
ム
（W

illiam
 

Som
erset M

augham
, 1874-1965

）
は
人
気
を
保
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
納
得
で
き
な
い
中
村
先
生
は
、
両
作
家
の
作

品
を
研
究
な
さ
り
、
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
を
証
明
な
さ
ろ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
2
部
は
『
学
苑
』
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
多
少
の
手

直
し
を
し
て
収
録
さ
れ
た
三
つ
の
論
文
、「『
虚
栄
の
市
』

の
主
要
人
物
の
特
徴
」、「『
虚
栄
の
市
』
に
お
け
る
シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
」、「Shannon’s W

ay

に
お
け
る
恋
と
結
婚

の
障
害
」
か
ら
成
る
。

　
ま
ず
、
第
1
章
「『
虚
栄
の
市
』
の
主
要
人
物
の
特
徴
」

で
は
、
登
場
人
物
の
名
前
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

「『
虚
栄
の
市
』
の
作
中
人
物
名
を
意
味
深
い
名
前
と
平
凡

な
名
前
と
に
分
類
し
、
人
名
の
使
い
方
を
解
説
」
し
、「
意

味
深
い
名
前
の
人
物
と
彼
ら
の
言
動
、
言
い
換
え
れ
ば
性

格
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
」
し
、「
主
要
人
物
が
ど
の
よ

う
な
名
詞
で
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
各

人
物
の
特
徴
を
解
明
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

作
品
に
は
六
十
人
以
上
が
登
場
す
る
。
特
に
レ
ベ
ッ
カ
・

　
二
部
構
成
か
ら
な
る
ご
著
書
は
、
第
1
部
は
「
サ
ッ
カ

リ
ー
の
生
涯
」、「『
虚
栄
の
市
』
に
つ
い
て
」、「
ク
ロ
ー

ニ
ン
の
生
涯
」
の
三
章
立
て
で
、
両
作
家
お
よ
び
『
虚
栄

の
市
』
の
簡
単
な
説
明
が
記
さ
れ
て
お
り
、
第
2
部
の
作

品
論
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年

末
、
映
画
『M

erry Christm
as!

～
ロ
ン
ド
ン
に
奇
跡

を
起
こ
し
た
男
～
』
が
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
サ
ッ
カ
リ

ー
と
同
時
代
の
作
家
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（Charles D

ickens, 

1812-70
）
が
『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』（A

 Christm
as 

Carol, 1843
）
を
ど
の
よ
う
に
執
筆
し
、
完
成
さ
せ
た
か

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
リ
ー
は
こ
の
映
画
に
人

気
作
家
と
し
て
登
場
し
て
、
創
作
に
行
き
詰
っ
た
デ
ィ
ケ

ン
ズ
に
皮
肉
を
言
う
。だ
が
、『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』

が
世
に
出
る
と
、
そ
の
価
値
を
認
め
、
大
い
に
評
価
し
た

の
も
サ
ッ
カ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
二
人
は
時
代
を
引
っ
張
る

作
家
と
し
て
互
い
を
意
識
し
つ
つ
、
切
磋
琢
磨
し
て
作
品

を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
き
ラ
イ
バ
ル
と
し

て
の
お
互
い
の
存
在
は
、
二
人
の
執
筆
活
動
に
大
い
に
影

中
村
　
豪
著

『『
虚
栄
の
市
』
と
『
青
春
の
生
き
か
た
』

　
　
　
─
イ
ギ
リ
ス
文
学
論
文
集
』

金
　
子
　
弥
　
生

　
中
村
豪
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
研

究
な
さ
り
、
特
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（W

illiam
 

Shakespeare, 1564-1616

）
か
ら
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
小

説
を
代
表
す
る
サ
ッ
カ
リ
ー
（W

illiam
 M

akepeace 

T
hackeray, 1811-63

）
を
中
心
に
研
究
を
続
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
先
生
の
お
話
は
い
つ
も
こ
と
ば

遊
び
や
ダ
ジ
ャ
レ
に
溢
れ
た
文
学
の
薫
り
高
い
も
の
で
あ

り
、
先
生
と
話
を
す
る
と
き
は
、
こ
ち
ら
も
常
に
五
感
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
気
の
利
い
た
こ
と
ば
を
返
す
必
要
が
あ
る

の
だ
が
、
そ
の
分
、
緊
張
感
に
満
ち
た
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
本
書
は
、
サ
ッ
カ
リ
ー
の
代
表
作
『
虚
栄
の
市
』

（V
anity Fair: A

 N
ovel w

ithout a H
ero, 1848

）
と
二
十

世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
し
た
ク
ロ
ー
ニ
ン
（A

rchibald 

Joseph Cronin, 1896-1981

）
の
『
青
春
の
生
き
か
た
』

（Shannon’s W
ay, 1948

）
を
取
り
上
げ
、
研
究
し
た
書

で
あ
る
。
両
者
は
人
気
の
作
者
で
あ
っ
た
が
、
現
在
そ
の

人
気
が
衰
え
て
い
る
点
に
於
い
て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
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た
。
同
時
代
作
家
デ
ィ
ケ
ン
ズ
と
較
べ
て
、
今
日
の
サ
ッ

カ
リ
ー
の
評
価
は
不
当
に
低
く
、
す
べ
て
の
作
中
人
物
が

「
生
き
生
き
と
行
動
し
て
い
る
」
の
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
第
3
章
「Shannon’s W

ay

に
お
け
る
恋
と
結
婚
の

障
害
」
は
、
こ
ち
ら
も
現
在
、
不
当
に
低
い
評
価
を
受
け

て
い
る
ク
ロ
ー
ニ
ン
の
作
品
研
究
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
で
あ
る
主
人
公
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ャ
ノ
ン
（R

obert 

Shannon

）
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ジ
ー
ン
・
ロ
ー
（Jean 

Law

）
の
恋
が
最
終
的
に
結
婚
に
辿
り
着
く
ま
で
の
葛
藤

を
考
察
す
る
。
ふ
た
り
に
立
ち
は
だ
か
る
最
大
の
障
害
は
、

宗
教
の
違
い
で
あ
る
。『
な
ん
で
も
わ
か
る
キ
リ
ス
ト
教

大
事
典
』（
八
木
谷
涼
子
著
）
か
ら
引
用
し
て
、「
た
と
え

同
じ
神
を
信
仰
し
て
い
て
も
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
で
は
「
宗
教
が
違
う
」
と
認

識
さ
れ
、
家
族
か
ら
も
教
会
か
ら
も
結
婚
を
反
対
さ
れ
た

時
代
が
長
か
っ
た
」
と
説
明
し
、
こ
の
難
局
を
ふ
た
り
は

再
生
に
よ
り
生
ま
れ
変
わ
り
、「
宗
教
の
違
い
よ
り
も
愛

情
の
方
が
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
結
果
を
選
択
し
た
の
で

あ
る
。
日
本
で
不
動
の
人
気
を
得
る
モ
ー
ム
に
匹
敵
す
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
「
独
自
の
面
白
さ
」
を
持
つ
彼
の
作

品
に
は
さ
ら
に
研
究
す
べ
き
点
が
あ
る
と
著
者
は
述
べ
て

い
る
。
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

（
か
ね
こ
　
や
よ
い
　
　
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

け
文
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
1
世
）、

ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
（Clytem

nestra

）、
ミ
ス
・
ク

ロ
ー
リ
ー
の
富
の
順
に
分
析
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
ナ

ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
」
の
項
目
で
は
、『
虚
栄
の
市
』

六
十
四
章
に
掲
載
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
帽
を
身
に
着
け
た

ベ
ッ
キ
ー
の
ヴ
ィ
ニ
ェ
ッ
ト
は
、「
無
限
で
容
赦
の
な
い

避
け
が
た
い
征
服
」
と
い
う
彼
女
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
性

格
」
を
象
徴
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ベ
ッ
キ
ー
は
母
が

フ
ラ
ン
ス
人
踊
り
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
贔
屓

で
あ
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ニ
ェ
ッ
ト
で
小
型
望
遠
鏡
を
手
に
し

て
「
フ
ラ
ン
ス
の
海
岸
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
望
」
む
彼

女
は
、
彼
女
と
関
係
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
、
つ
ま
り
「
夫
の

ロ
ー
ド
ン
、
ス
タ
イ
ン
侯
爵
、
ア
ミ
ー
リ
ア
、
ジ
ョ
ス
、

ミ
ス
・
ブ
リ
ッ
グ
ズ
等
を
食
い
物
に
す
る
」。
ま
た
、「
ナ

ポ
レ
オ
ン
」
は
ア
ミ
ー
リ
ア
の
父
、
ジ
ョ
ン
・
セ
ド
リ
を

破
産
に
追
い
込
む
象
徴
と
し
て
使
用
さ
れ
、「
ナ
ポ
レ
オ

ン
は
不
運
の
象
徴
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
十
一
項
目
以
外
に
作
品
中
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ
、
一

つ
一
つ
に
対
す
る
簡
潔
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
（
95−

96
頁
）。

　『
虚
栄
の
市
』
に
は
、
多
彩
な
シ
ン
ボ
ル
が
使
用
さ
れ
、

作
品
に
深
み
を
添
え
て
い
る
こ
と
、
挿
絵
が
効
果
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
同
一
人
物
に
つ
い
て
複
数
の
シ

ン
ボ
ル
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ

シ
ャ
ー
プ
（R

ebecca Sharp

）、
ア
ミ
ー
リ
ア
・
セ
ド
リ

（A
m

elia Sedley

）
と
い
う
二
人
の
女
性
と
彼
女
ら
を
め

ぐ
る
ド
ビ
ン
大
尉
（W

illiam
 D

obbin

）、
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・

セ
ド
リ
（Joseph Sedley

）、
ロ
ー
ド
ン
・
ク
ロ
ー
リ
ー

（R
aw

don Craw
ley

）、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
（G

eorge 

O
sborne

）
を
中
心
に
物
語
は
展
開
す
る
。
ご
著
書
に
は

二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
家
、
セ
ド
リ
家
、
ド

ビ
ン
家
の
家
系
図
を
掲
載
し
て
い
る
（
30−

31
頁
）。
人
物

関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
主
要
人
物
」、「
意

味
深
い
名
前
の
主
要
人
物
」、「
平
凡
な
名
前
の
主
要
人
物
」、

「
意
味
深
い
名
を
持
つ
マ
イ
ナ
ー
な
人
物
」
の
一
覧
表
が

示
さ
れ
る
（
32−

37
頁
）。
そ
こ
か
ら
、
サ
ッ
カ
リ
ー
作
品

に
登
場
す
る
人
名
の
特
徴
は
、「
名
前
の
意
味
に
よ
っ
て

印
象
的
な
性
格
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
主
要
人
物
の
名

前
を「
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
換
え
」を
す
る
こ
と
で
そ
の「
特

徴
を
多
角
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
描
写
」
し
て
い
る
こ

と
、「
聖
書
や
神
話
・
伝
説
、
文
学
作
品
等
の
人
物
等
、
多

彩
な
名
前
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
作
品
に
面
白
み
を
加
え

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
2
章
「『
虚
栄
の
市
』
に
お
け
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」

で
は
、
十
一
項
目
を
挙
げ
て
考
察
す
る
。
論
文
で
は
、
フ

ィ
ッ
グ
ズ
（Figs

）、
ア
ミ
ー
リ
ア
の
手
紙
と
ジ
ョ
ー
ジ

の
手
紙
、
イ
フ
ィ
ゲ
ネ
イ
ア
の
置
時
計
（Iphigenia 

clock

）、
ジ
ョ
ス
の
肖
像
画
、
ア
ミ
ー
リ
ア
の
ピ
ア
ノ
、

ジ
ョ
ー
ジ
の
肖
像
画
、
ベ
ッ
キ
ー
の
馬
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
付


